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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第94期

第３四半期
連結累計期間

第95期
第３四半期
連結累計期間

第94期

会計期間

自2018年
　４月１日
至2018年
　12月31日

自2019年
　４月１日
至2019年
　12月31日

自2018年
　４月１日
至2019年
　３月31日

売上高 （百万円） 6,160 6,406 8,424

経常利益 （百万円） 72 34 137

親会社株主に帰属する四半期

（当期）純利益又は親会社株主

に帰属する四半期純損失（△）

（百万円） 35 △13 55

四半期包括利益又は包括利益 （百万円） △141 △34 △140

純資産額 （百万円） 11,095 11,031 11,106

総資産額 （百万円） 15,358 15,275 15,354

１株当たり四半期（当期）純利

益金額又は１株当たり四半期純

損失金額（△）

（円） 16.63 △6.53 26.39

潜在株式調整後１株当たり四半

期（当期）純利益金額
（円） － － －

自己資本比率 （％） 72.2 72.2 72.3

 

回次
第94期

第３四半期
連結会計期間

第95期
第３四半期
連結会計期間

会計期間

自2018年
　10月１日
至2018年
　12月31日

自2019年
　10月１日
至2019年
　12月31日

１株当たり四半期純利益金額又

は１株当たり四半期純損失金額

（△）

（円） 11.18 △15.13

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．第95期第３四半期連結累計期間の「潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額」については、１株当たり

四半期純損失金額であり、また、潜在株式が存在しないため、記載しておりません。

４．第94期第３四半期連結累計期間及び第94期の潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額について

は、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

５．当社は、「株式給付信託（BBT）」を導入しており、当該信託が保有する当社株式を四半期連結（連結）財

務諸表において自己株式として計上しております。１株当たり四半期（当期）純利益金額又は１株当たり四

半期純損失金額（△）の算定上、当該信託が保有する当社株式を「普通株式の期中平均株式数」の計算にお

いて控除する自己株式に含めております。
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２【事業の内容】

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社に異動はありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第３四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

 

(1）経営成績の状況

　当社グループを取り巻く事業環境は、機械関連については、舶用機器の需要が緩やかな造船市況の回復を受けて

堅調に推移し、産業機器の需要は重電関連及び製鉄関連とも強含みに推移しました。資源関連については、住宅関

連資材向け並びに半導体、情報通信関連分野の需要とも弱含みに推移しました。賃貸ビル業においては、都内オ

フィスビルの平均空室率は低い水準を維持しております。

　上述の如き環境の下、当第３四半期連結累計期間の売上高は64億６百万円（前年同期比4.0％増）、営業利益は

２千４百万円（同59.9％減）、経常利益は３千４百万円（同52.8％減）となり、親会社株主に帰属する四半期純損

益は特別損失として昨年10月の台風19号による災害による損失５千８百万円を計上したこと等により１千３百万円

の損失（前年同期は親会社株主に帰属する四半期純利益３千５百万円）となりました。

 

　セグメントの経営成績は次のとおりであります。

 

①機械関連事業

　舶用機器については、売上はハッチカバーの大幅増を主因に増加し、受注は船殻ブロックの需要が堅調で増加い

たしました。産業機器は、売上は減少したものの、受注は重電関連及び製鉄関連等の需要が堅調で増加いたしまし

た。収支については、ハッチカバーの急激な工事量増加に伴う採算悪化や、産業機器の赤字工事等により悪化いた

しました。

　この結果、機械関連事業全体では、売上高は43億９千４百万円（前年同期比9.9％増）、セグメント利益は１億

１千３百万円（同26.8％減）となりました。

 

②資源関連事業

　結晶質石灰石部門の売上は、台風19号の災害により操業停止を余儀なくされ、大きく減少いたしました。半導体

封止材などの原料であるハイシリカ（精製珪石粉等）部門の売上は、落ち込みが予想された半導体関連の需要が堅

調に推移する一方、光学関連及び液晶関連の需要が低調で全体では減少いたしました。

　この結果、資源関連事業全体では、売上高は13億８千１百万円（前年同期比9.6％減）、セグメント損失は１億

６千万円（前年同期はセグメント損失１億４千２百万円）となりました。

 

③不動産関連事業

　高稼働率を維持したこと等から、売上高は１億６百万円（前年同期比1.0％増）となりましたが、維持管理費等

が増加したこと等からセグメント利益は３千８百万円（同22.5％減）となりました。

 

④素材関連事業

　耐熱塗料の売上は、設備用が増加したものの、商品の販売が減少したため、全体では減少しましたが、様々な収

支改善策が功を奏し、同部門は黒字化しました。ライナテックス（高純度天然ゴム）関連は、製鉄及びセメント業

界向け売上が増加し、増収増益となりました。

　この結果、素材関連事業全体では、売上高は５億２千４百万円（前年同期比1.0％減）、セグメント利益は２千

７百万円（前年同期はセグメント損失６百万円）となりました。
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(2）財政状態の状況

　当第３四半期連結会計期間末の総資産は、152億７千５百万円となり、前連結会計年度末比７千８百万円減少い

たしました。これは、現金及び預金の増加、電子記録債権の増加、仕掛品の増加がある一方、受取手形及び売掛金

の減少、原材料及び貯蔵品の減少、流動資産のその他に含まれている未収入金の減少があったこと等によるもので

あります。負債合計は42億４千４百万円となり、前連結会計年度末比３百万円減少いたしました。これは、流動負

債のその他に含まれている前受金の増加がある一方、賞与引当金の減少、堆積場安定化工事引当金の減少があった

こと等によるものであります。純資産合計は110億３千１百万円となり、前連結会計年度末比７千５百万円減少い

たしました。これは、利益剰余金の減少があったこと等によるものであります。この結果、自己資本比率は72.2％

となりました。

 
 

（3）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

（4）研究開発活動

　当第３四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、８百万円であります。

　なお、当第３四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

 

３【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

EDINET提出書類

株式会社ニッチツ(E00035)

四半期報告書

 5/18



第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 8,520,000

計 8,520,000

 

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末現在
発行数（株）
（2019年12月31日）

提出日現在発行数（株）
（2020年２月13日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 2,130,000 2,130,000
東京証券取引所

（市場第二部）

単元株式数

100株

計 2,130,000 2,130,000 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

　該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（千株）

発行済株式総
数残高
（千株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

2019年10月１日～

 2019年12月31日
－ 2,130 － 1,100,000 － 793,273

 

（５）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（６）【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

記載することができないことから、直前の基準日（2019年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしており

ます。

①【発行済株式】

    2019年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 100 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 2,122,400 21,224 －

単元未満株式 普通株式 7,500 － －

発行済株式総数  2,130,000 － －

総株主の議決権  － 21,224 －

（注）１．「完全議決権株式（その他）」欄の普通株式には、㈱証券保管振替機構名義の株式が600株(議決権の数６

個）及び株式給付信託（BBT）に関して資産管理サービス信託銀行㈱（信託Ｅ口）が所有する当社株式

63,900株（議決権の数639個）が含まれております。

  ２．「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式57株が含まれております。

 

②【自己株式等】

    2019年９月30日現在

所有者の氏名又は
名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

株式会社ニッチツ
東京都港区赤坂一丁

目11番30号
100 － 100 0.00

計 － 100 － 100 0.00

　（注）　株式給付信託（BBT）に関して資産管理サービス信託銀行㈱（信託Ｅ口）が所有する当社株式63,900株は、上

記自己株式等に含まれておりません。

 

２【役員の状況】

  該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（2019年10月１日から2019

年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（2019年４月１日から2019年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸

表について、太陽有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。

　なお、当社の監査法人は次のとおり交代しております。

　第94期連結会計年度　有限責任監査法人トーマツ

　第95期第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間　太陽有限責任監査法人
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2019年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2019年12月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 4,154,618 4,261,428

受取手形及び売掛金 ※ 2,347,017 ※ 1,959,580

電子記録債権 240,553 415,442

商品及び製品 259,901 257,985

仕掛品 710,757 888,392

原材料及び貯蔵品 326,412 291,596

その他 449,063 403,438

貸倒引当金 △293 △265

流動資産合計 8,488,033 8,477,599

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 1,770,317 1,701,832

機械装置及び運搬具（純額） 625,925 600,228

土地 2,308,326 2,303,401

その他（純額） 115,660 188,830

有形固定資産合計 4,820,230 4,794,293

無形固定資産 8,066 9,808

投資その他の資産   

投資有価証券 1,383,023 1,385,957

その他 656,316 609,751

貸倒引当金 △1,432 △1,582

投資その他の資産合計 2,037,907 1,994,126

固定資産合計 6,866,205 6,798,228

資産合計 15,354,238 15,275,828
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2019年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2019年12月31日)

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 ※ 743,664 746,034

短期借入金 1,244,690 1,210,000

未払法人税等 28,859 8,697

賞与引当金 95,074 21,565

受注損失引当金 26,491 32,676

その他 784,354 944,745

流動負債合計 2,923,135 2,963,719

固定負債   

長期借入金 80,000 140,000

役員退職慰労引当金 22,780 19,915

役員株式給付引当金 10,388 19,161

環境安全対策引当金 5,008 5,008

堆積場安定化工事引当金 87,239 40,349

退職給付に係る負債 652,407 633,093

資産除去債務 62,847 63,133

その他 403,842 360,025

固定負債合計 1,324,514 1,280,685

負債合計 4,247,649 4,244,404

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,100,000 1,100,000

資本剰余金 811,257 811,257

利益剰余金 8,966,135 8,910,058

自己株式 △120,008 △118,355

株主資本合計 10,757,384 10,702,960

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 299,706 298,487

繰延ヘッジ損益 119 -

為替換算調整勘定 82,521 57,433

退職給付に係る調整累計額 △33,143 △27,457

その他の包括利益累計額合計 349,204 328,462

純資産合計 11,106,588 11,031,423

負債純資産合計 15,354,238 15,275,828
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第３四半期連結累計期間

(自　2018年４月１日
　至　2018年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2019年４月１日
　至　2019年12月31日)

売上高 6,160,353 6,406,086

売上原価 5,249,804 5,485,630

売上総利益 910,549 920,456

販売費及び一般管理費 ※ 849,112 ※ 895,843

営業利益 61,436 24,612

営業外収益   

受取利息 614 422

受取配当金 40,811 41,250

持分法による投資利益 － 12,023

その他 27,786 29,745

営業外収益合計 69,212 83,441

営業外費用   

支払利息 6,614 6,868

持分法による投資損失 2,240 －

休廃止鉱山管理費 47,489 64,607

その他 2,267 2,572

営業外費用合計 58,613 74,048

経常利益 72,035 34,004

特別利益   

固定資産売却益 12 10,930

特別利益合計 12 10,930

特別損失   

固定資産処分損 5,181 540

減損損失 － 2,641

災害による損失 － 58,450

その他 － 723

特別損失合計 5,181 62,356

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期

純損失（△）
66,867 △17,420

法人税、住民税及び事業税 6,441 13,574

法人税等調整額 25,425 △17,515

法人税等合計 31,867 △3,940

四半期純利益又は四半期純損失（△） 35,000 △13,479

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主

に帰属する四半期純損失（△）
35,000 △13,479
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第３四半期連結累計期間

(自　2018年４月１日
　至　2018年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2019年４月１日
　至　2019年12月31日)

四半期純利益又は四半期純損失（△） 35,000 △13,479

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △162,535 △1,219

繰延ヘッジ損益 381 △119

退職給付に係る調整額 5,176 5,685

持分法適用会社に対する持分相当額 △19,354 △25,088

その他の包括利益合計 △176,332 △20,741

四半期包括利益 △141,331 △34,221

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 △141,331 △34,221

非支配株主に係る四半期包括利益 － －
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【注記事項】

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

該当事項はありません。

 

（四半期連結貸借対照表関係）

※ 四半期連結会計期間末日満期手形

　四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理をしております。なお、

当四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満期手形が四半期連結会

計期間末日残高に含まれております。
 

 
前連結会計年度

（2019年３月31日）
当第３四半期連結会計期間

（2019年12月31日）

受取手形 212,277千円 191,694千円

支払手形 3,000 －

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

 当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半期連結

累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自 2018年４月１日
至 2018年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自 2019年４月１日
至 2019年12月31日）

減価償却費 237,583千円 224,068千円
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　2018年４月１日　至　2018年12月31日）

　　  １．配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2018年11月９日

取締役会
普通株式 53,247 25 2018年９月30日 2018年12月４日 利益剰余金

（注）　配当金の総額には、株式給付信託（BBT）が保有する当社株式に対する配当金662千円が含まれてお

ります。

 

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期

間末後となるもの
 

　　該当事項はありません。
 
 

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　2019年４月１日　至　2019年12月31日）

　　  １．配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2019年６月27日

定時株主総会
普通株式 10,649 5 2019年３月31日 2019年６月28日 利益剰余金

2019年11月８日

取締役会
普通株式 31,947 15 2019年９月30日 2019年12月３日 利益剰余金

（注）　配当金の総額には、株式給付信託（BBT）が保有する当社株式に対する配当金324千円及び958千円

がそれぞれ含まれております。

 

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期

間末後となるもの
 

　　該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自2018年４月１日 至2018年12月31日）

     報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

      （単位：千円）

 報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２

 
機械関連
事業

資源関連
事業

不動産関連
事業

素材関連
事業

計

売上高        

外部顧客への売上高 3,997,333 1,528,709 105,038 529,271 6,160,353 － 6,160,353

セグメント間の内部
売上高又は振替高

－ 159 － 4,997 5,156 △5,156 －

計 3,997,333 1,528,868 105,038 534,268 6,165,509 △5,156 6,160,353

セグメント利益又は損

失（△）
155,531 △142,724 49,684 △6,534 55,956 5,480 61,436

（注）１．セグメント利益又は損失（△）の調整額は、セグメント間取引消去7,560千円、全社費用△2,079千円で

あります。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

　　　２．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

 

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自2019年４月１日 至2019年12月31日）

     報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

      （単位：千円）

 報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２

 
機械関連
事業

資源関連
事業

不動産関連
事業

素材関連
事業

計

売上高        

外部顧客への売上高 4,394,752 1,381,262 106,063 524,007 6,406,086 － 6,406,086

セグメント間の内部
売上高又は振替高

15,312 159 － 4,912 20,383 △20,383 －

計 4,410,065 1,381,421 106,063 528,919 6,426,470 △20,383 6,406,086

セグメント利益又は損

失（△）
113,794 △160,596 38,523 27,267 18,988 5,623 24,612

（注）１．セグメント利益又は損失（△）の調整額は、セグメント間取引消去7,560千円、全社費用△1,936千円で

あります。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

　　　２．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　2018年４月１日
至　2018年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　2019年４月１日
至　2019年12月31日）

１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四

半期純損失金額（△）
16円63銭 △6円53銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額又は親

会社株主に帰属する四半期純損失金額（△）

（千円）

35,000 △13,479

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純

利益金額又は親会社株主に帰属する四半期純損

失金額（△）（千円）

35,000 △13,479

普通株式の期中平均株式数（千株） 2,105 2,065

（注）１．前第３四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しない

　　　　　ため記載しておりません。当第３四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額について

　　　　　は、１株当たり四半期純損失金額であり、また、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　　　２．当社は、１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎となる普通株式の期中平均株式数については、株式給

　付信託（BBT）が保有する当社株式を控除しております。控除した当該自己株式の期中平均株式数は、前第３

四半期連結累計期間22,360株、当第３四半期連結累計期間64,260株であります。

 

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

 

２【その他】

 　2019年11月８日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

(イ）中間配当による配当金の総額……………………31,947千円

(ロ）１株当たりの金額…………………………………15円00銭

(ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日…………2019年12月３日

 （注）１．2019年９月30日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行います。

      ２．配当金の総額には、株式給付信託（BBT）が保有する当社株式に対する配当金958千円が含まれております。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

2020年２月５日

株式会社ニッチツ

 

取締役会　御中

 

太陽有限責任監査法人

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 　柴田　直子　　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 　土居　一彦　　印

 

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ニッチ
ツの2019年４月１日から2020年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（2019年10月１日から2019年12月
31日まで）及び第３四半期連結累計期間（2019年４月１日から2019年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわ
ち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行っ
た。
 
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財
務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を
作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。
 
監査人の責任
　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する
結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し
て四半期レビューを行った。
　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質
問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認
められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。
　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
 
監査人の結論
　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め
られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ニッチツ及び連結子会社の2019年12月31日現在の財政状態及
び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な
点において認められなかった。
 
その他の事項

　会社の2019年３月31日をもって終了した前連結会計年度の第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間に係る

四半期連結財務諸表並びに前連結会計年度の連結財務諸表は、それぞれ、前任監査人によって四半期レビュー及び監査が

実施されている。前任監査人は、当該四半期連結財務諸表に対して2019年２月13日付で無限定の結論を表明しており、ま

た、当該連結財務諸表に対して2019年６月27日付で無限定適正意見を表明している。
 
利害関係
　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　                                                                                                以　上

 

　(注)１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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